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今
村
法
律
研
究
室
（
松
岡

啓
祐
室
長
）
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
日
本
か
ら
死
刑
を
廃
止
す

る
た
め
に
」
が
１０
月
１９
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
日
本
や
韓
国
、
Ｅ
Ｕ

か
ら
招
か
れ
た
死
刑
制
度
に

反
対
す
る
識
者
の
講
演
が
行

わ
れ
、「
人
権
の
問
題
」
と
し

て
制
度
の
廃
止
を
訴
え
た
。

死
刑
廃
止
は
国
際
社
会
か

ら
日
本
に
対
し
て
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
国
内
で

は
、
死
刑
を
容
認
す
る
世
論

が
８
割
を
超
え
る
と
さ
れ

る
。
死
刑
判
決
数
・
執
行
数

も
増
え
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
矢
澤
曻
治

法
科
大
学
院
教
授
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
ま
ず
菊
田
幸
一

明
治
大
学
名
誉
教
授
（
弁
護

士
）
が
「
死
刑
制
度
を
問
い

直
し
、
執
行
停
止
を
」
と
呼

び
か
け
た
。
小
川
原
優
之
氏

（
弁
護
士
、日
弁
連
死
刑
廃
止

検
討
委
員
会
事
務
局
長
）
は

「
米
国
に
見
る
終
身
刑
の
現

状
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

続
い
て
「
死
刑
執
行
を
停

止
し
た
韓
国
の
現
今
」
と
題

パ
ク
ビ
ョ
ン

し
韓
国
・
東
国
大
学
の
朴
秉

シ
ク植

教
授
が
講
演
。
同
教
授
は

日
韓
両
国
の
死
刑
廃
止
運
動

の
懸
け
橋
と
な
っ
て
い
る
。

同
教
授
は
、
１
９
８
３
年

か
ら
約
１０
年
間
、
日
本
に
留

学
し
菊
田
幸
一
氏
の
も
と
で

犯
罪
学
の
研
究
を
行
っ
た
こ

と
を
報
告
。
「
日
本
で
死
刑

廃
止
問
題
を
学
び
、
韓
国
に

持
ち
込
ん
だ
」
と
語
っ
た
。

同
教
授
に
よ
る
と
、
４８
年

か
ら
軍
事
政
権
が
続
い
た
韓

国
で
は
、
政
治
犯
ら
が
処
刑

さ
れ
、
８７
年
の
民
主
化
以
降

も
死
刑
執
行
は
減
ら
な
か
っ

た
。
「
年
平
均
で
１８
人
が
執

行
さ
れ
る
よ
う
な
国
だ
っ

た
」
。
そ
れ
が
９７
年
に
２３
人

が
執
行
さ
れ
た
あ
と
、
９８
年

に
誕
生
し
た
金
大
中
政
権
以

降
、
現
在
ま
で
執
行
ゼ
ロ
が

続
く
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た

法
改
正
も
進
み
、
死
刑
囚
は

刑
務
作
業
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
、
「
死
刑
確
定
囚
」
と

い
う
処
遇
と
な
っ
た
。

死
刑
ゼ
ロ
か
ら
１６
年
。
国

際
人
権
団
体
は
、
韓
国
を
事

実
上
の
廃
止
国
と
し
て
分
類

し
て
い
る
。朴
教
授
は「
私
の

理
論
は
日
本
製
。
大
切
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
日
本
の

こ
と
を
、心
配
し
て
い
ま
す
」

と
日
本
の
死
刑
執
行
停
止
に

向
け
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

駐
日
Ｅ
Ｕ
代
表
部
２
等
書

記
官
の
ダ
ビ
ッ
ド
・
ミ
リ
ョ

ー
氏
は
、
Ｅ
Ｕ
は
あ
ら
ゆ
る

国
で
の
死
刑
制
度
の
廃
止
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
と

語
っ
た
。

ま
た
、
８１
年
に
死
刑
制
度

廃
止
を
大
統
領
選
の
公
約
に

掲
げ
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
元
仏
大

統
領
が
「
良
心
に
基
づ
い
て

廃
止
を
実
現
す
る
」
と
主

張
、
極
刑
維
持
の
世
論
を
押

し
切
っ
て
廃
止
を
断
行
し
た

姿
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
「
日

本
の
ト
ッ
プ
が
死
刑
制
度
廃

止
に
つ
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
な
い
の
が

残
念
。
死
刑
は
人
権
問
題
」

と
語
り
「
死
刑
制
度
に
つ
い

て
も
っ
と
議
論
を
深
め
る
べ

き
だ
」
と
訴
え
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪

表
現
）
の
問
題
点
と
法
的
な

規
制
の
是
非
を
考
え
る
「
日

本
に
お
け
る
人
種
差
別
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
主

催
‥
自
由
人
権
協
会
∥
以
下

Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
、
共
催
‥
社
会
科

学
研
究
所
、
文
学
部
人
文
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
）
が

１０
月
１９
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
、
白
熱
し
た
議

論
を
た
た
か
わ
せ
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
「
表

現
の
自
由
」
は
適
用
さ
れ
る

の
か
否
か
が
議
論
の
テ
ー

マ
。
基
調
講
演
に
は
、
１
月

ま
で
国
連
の
人
種
差
別
撤
廃

委
員
会
委
員
を
務
め
た
英
キ

ー
ル
大
学
名
誉
教
授
（
国
際

法
）
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ー

ン
ベ
リ
ー
氏
が
登
壇
。
日
本

を
含
め
世
界
１
７
０
カ
国
以

上
が
締
約
し
て
い
る
人
種
差

別
撤
廃
条
約
の
目
的
や
、
同

委
員
会
と
日
本
政
府
と
の
見

解
の
相
違
を
説
明
し
「
日
本

に
は
人
種
差
別
を
禁
止
す
る

包
括
的
な
法
制
度
が
な
い
」

「
表
現
の
自
由
は
無
制
限
な

も
の
で
は
な
い
」と
語
っ
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
特
に

在
日
コ
リ
ア
ン
に
対
す
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
法
律

に
よ
る
規
制
を
求
め
る
師
岡

康
子
弁
護
士
と
、
規
制
に
否

定
的
な
西
土
彰
一
郎
成
城
大

学
法
学
部
教
授
（
憲
法
）が
、

被
害
の
実
態
と
現
行
法
と
の

兼
ね
合
い
に
つ
い
て
考
え
を

示
し
た
。

師
岡
氏
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
は
人
種
差
別
の
一
つ
。

ひ

ぼ
う

暴
力
的
な
誹
謗
・
中
傷
は
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
絶
望
や
恐

怖
、
行
動
抑
制
を
生
む
だ
け

で
な
く
、
社
会
に
差
別
や
暴

ま
ん
え
ん

力
を
蔓
延
さ
せ
民
主
主
義
を

破
壊
す
る
」
と
指
摘
。

西
土
氏
は
「
ス
ピ
ー
チ
の

内
容
は
ひ
ど
く
害
悪
は
認
め

る
」
と
同
調
し
つ
つ
、「
表
現

の
自
由
の
観
点
か
ら
規
制
は

す
べ
き
で
な
い
」
と
主
張
。

「
戦
前
・
戦
中
に
国
家
の
言

論
統
制
を
経
験
し
た
過
去
を

踏
ま
え
、
言
論
の
規
制
に
対

し
て
は
敏
感
す
ぎ
る
姿
勢
が

必
要
」
と
語
り
、
規
制
の
前

に
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、

人
権
教
育
や
社
会
的
少
数
者

に
寄
り
添
う
マ
ス
コ
ミ
報
道

な
ど
を
挙
げ
た
。

ソ
ー
ン
ベ
リ
ー
氏
や
Ｊ
Ｃ

Ｌ
Ｕ
の
藤
本
美
枝
弁
護
士
も

討
議
に
加
わ
っ
た
。

参
加
者
は
１
０
０
人
近
く

に
の
ぼ
り
、
山
田
健
太
文
学

部
教
授
は
「
規
制
に
賛
成
・

反
対
の
立
場
で
議
論
す
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
考
え

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
語
っ

た
。

専
修
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
（
所
長

・
佐
藤
雅
幸
教
授
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
女
性
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
実
践
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
、
文
部
科
学

省
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

育
成
・
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
託
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
。

事
業
実
施
責
任
者
は
相

澤
勝
治
文
学
部
准
教
授
、
副
責
任
者
は

久
木
留
毅
同
教
授
。
委
託
期
間
は
本
年

８
月
１
日
か
ら
２
年
間
（
予
定
）。

専
修
大
学
の
ほ
か
、
女
性
ス
ポ
ー
ツ

の
研
究
者
や
企
業
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
専
修
大
学
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
し
て
今
後
、
日
本
の
女
性
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
え
る
た
め
の
知
見
や
活
動

を
発
信
し
て
い
く
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
特
有
の
疾
患
、
運

動
性
無
月
経
な
ど
は
、
国
内
外
問
わ
ず

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
改
善
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ス
ポ

ー
ツ
医
・
科
学
的
知
見
を
実
際
の
ス
ポ

ー
ツ
現
場
へ
生
か
す
た
め
の
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
（
橋
渡
し
研

究
）に
着
目
し
、効
果
・
検
証
を
行
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
蓄
積
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学

的
知
見
や
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
生
か
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ
た

り
、
本
事
業
を
通
し
て
、

組
織
間
、
競
技
間
、
世
代

間
を
超
え
て
女
性
ア
ス
リ

ー
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
情
報
や
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
有
・
活
用
す
る
た

め
の
組
織
（
仕
組
み
）
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。

専
修
大
学
創
立
者
の
一
人

で
あ
る
相
馬
永
胤
先
生
は
、

１
８
７
５
年
か
ら
２
年
間
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
に
留
学
し
、
法
律
を

学
ん
だ
。
２
年
間
の
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
滞
在
を
、
米
国
製
の

手
帳
に
英
語
で
記
録
し
て
い

る
。１

８
７
６
年
１
月
１
日

（
土
）
「A

b
e
a
u
t
i
f
u
l

m
o
r
n
i
n
g
.
T
h
e
r
m
o
.
4
5

°
」

（
快
晴
、
華
氏
４５
度
）
か
ら

始
ま
る
日
記
に
は
、
日
々
の

行
動
が
几
帳
面
に
記
さ
れ
て

い
る
。
授
業
や
模
擬
裁
判
の

こ
と
、
と
き
に
は
新
講
座「
政

治
学
」
の
講
義
ス
タ
イ
ル
が

好
き
で
は
な
い
、
な
ど
当
時

の
大
学
の
様
子
を
伝
え
、
興

味
深
い
。

同
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に

は
、
相
馬
先
生
が
留
学
し
た

当
時
の
学
生
が
書
き
写
し
た

講
義
記
録
な
ど
も
保
管
さ
れ

て
お
り
、
相
馬
日
記
も
初
期

日
本
人
留
学
生
に
よ
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
生
活
の
貴
重
な

記
録
で
あ
る
。

相
馬
永
胤
科
研
グ
ル
ー
プ

［
大
谷
正
（
文
学
部
）
、
黒

沢
眞
里
子
（
文
学
部
）
、
瀬
戸

口
龍
一
（
大
学
史
資
料
課
）、

永
江
雅
和
（
経
済
学
部
）
］

で
は
、
８
月
に
相
馬
先
生
米

国
留
学
中
の
足
跡
に
関
す
る

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
英
文
日

記
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
寄

贈
し
て
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
に
。
同
大
学
は
日
本
研
究

が
盛
ん
で
、
関
連
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
も
全
米
で
最
大
級
。
寄

贈
先
は
そ
の
拠
点
Ｃ
・
Ｖ
・

ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
。

８
月
２５
日
、
大
谷
、永
江
、

黒
沢
の
３
人
は
、
日
髙
義
博

理
事
長
か
ら
の
書
状
と
と
も

に
相
馬
英
文
日
記
Ｃ
Ｄ
版
２

部
を
図
書
館
長
の
ジ
ム
・
チ

ェ
ン
氏
に
手
渡
し
た
。
１
部

は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
保
管
さ

れ
る
。

同
図
書
館
を
飾
る
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
は
、
天
秤
と
剣
を

持
っ
た
正
義
の
女
神
が
描
か

れ
、
チ
ェ
ン
館
長
に
よ
る

と
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
図
書

館
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。相

馬
先
生
留
学
中
の
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
は
、
現
住
所
よ

り
南
の
地
区
に
あ
り
、
相
馬

先
生
が
学
ん
だ
場
所
と
地
理

的
に
は
異
な
る
が
、
相
馬
日

記
が
旧
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
図
書

館
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
は

縁
を
感
じ
さ
せ
る
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
で
相
馬
日
記
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

（
黒
沢
眞
里
子
）

「
日
本
か
ら
死
刑
を
廃
止
す
る
た
め
に
」

「
日
本
か
ら
死
刑
を
廃
止
す
る
た
め
に
」

ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日、韓、ＥＵの識者が講演

文
科
省
委
託
事
業
に
採
択

今村法律研究室フォーラム

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
「
表
現
の
自
由
」か
―
―

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
「
表
現
の
自
由
」か
―
―

相馬永胤の英文日記を寄贈

相馬永胤科研グループ→コロンビア大学

▲ コロンビア大学のチェン館長に相馬日記ＣＤ版を

寄贈。左から永江教授、大谷教授、チェン館長、

日本研究司書の野口幸生氏、黒沢教授

「
日
本
に
お
け
る
人
種
差
別
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

▶

韓
国
の
現
状
を
語
る

朴
氏
と
、
左
か
ら
菊

田
氏
、
小
川
原
氏

▶

議
論
を
た
た
か
わ
せ
た
、

右
か
ら
西
土
氏
と
師
岡
氏
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